
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

表紙：�表紙モデルに応募いただいた橋元さんです。美山自然文化村キャンプ場横に流れる川で撮影した１枚です。
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十
人
十
色
な
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

代
表
と
も
い
え
る
キ
ャ
ン
プ
で
す
が
、

最
近
で
は
第
二
次
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
、
全
国
的
に
キ
ャ
ン
プ

人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に

２
０
２
０
年
に
は
「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」

が
流
行
語
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
ど
こ
か

で
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
普

及
し
、
キ
ャ
ン
プ
用
具
を
安
価
に
買
い

揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

用
品
や
食
事
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
用
意

さ
れ
て
い
る
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
が
流

行
し
た
り
な
ど
、
専
門
知
識
や
経
験
が

無
く
て
も
、
誰
も
が
気
軽
に
キ
ャ
ン
プ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
い
つ
、
何
を
す
る
の
も

自
由
で
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
で
食
べ
る
ご

飯
の
お
い
し
さ
に
感
動
し
た
り
、
焚
き

火
の
暖
か
さ
を
肌
で
感
じ
た
り
、
自
然

豊
か
な
風
景
を
堪
能
し
た
り
な
ど
、
多

く
の
魅
力
が
あ
る
中
で
、
自
分
自
身
が

ど
の
よ
う
な
楽
し
み
方
を
す
る
の
か
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
キ
ャ
ン
プ

の
特
徴
で
す
。
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「
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
で
地
元

の
魅
力
を
再
発
見

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

が
長
引
く
な
か
、
県
外
へ
の
移
動
自
粛

が
呼
び
か
け
ら
れ
る
な
ど
、
移
動
に
制

限
が
さ
れ
、
近
場
で
の
旅
行
に
注
目
が

集
ま
る
兆
し
が
見
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
生
ま
れ
た
の
が
「
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ

ン
プ
」
で
す
。
た
と
え
自
宅
か
ら
近
い

場
所
で
も
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
非
日

常
的
な
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
で
、
そ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
景
色
や
商
店
な

ど
を
見
つ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
が
暮
ら
す
南
丹
市
の
新
た
な
魅

力
を
発
見
す
る
う
え
で
、
『
ロ
ー
カ
ル

キ
ャ
ン
プ
』
は
大
き
な
き
っ
か
け
に
な

る
は
ず
で
す
。

自
然
豊
か
な
南
丹
市
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
施
設
か
ら
、
テ
ン
ト
設
営
な
ど
、
す

べ
て
自
身
で
行
う
フ
リ
ー
サ
イ
ト
な

ど
、
種
類
豊
富
な
キ
ャ
ン
プ
施
設
が
あ

り
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
南
丹
市
内

に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
南
丹
市
で
ロ
ー
カ
ル

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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美山町中下向56番地
☎ 0771-77-0014

日吉町生畑ツノ元下16
☎ 0771-72-3535

日吉町天若上ノ所25番地
☎0771-72-1339

　清流・由良川と山々に囲まれた自然豊かな
キャンプ場です。
　森林浴や川遊びなど、自然に囲まれた心地
よさを存分に堪能できます。

　豊かな自然はもちろん、夜には幻想的な夜
景が楽しめるキャンプ場です。
　フリーサイトでは、自分のスタイルにあっ
たキャンプを楽しむことができます。

　天若湖のほとりに広がる森林公園で、オー
トキャンプやデイキャンプが可能です。
　ドッグランも整備されており、愛犬と共に
キャンプを楽しむことができます。

美山町自然文化村
河鹿荘

ひよしフォレストリゾート
山の家

スチールの森　京都
（府民の森ひよし）

施設情報

施設情報

施設情報

道具レンタル AC電源 直火 シャワー・風呂デイキャンプオートキャンプ

道具レンタル AC電源 直火 シャワー・風呂デイキャンプオートキャンプ

道具レンタル AC電源 直火 シャワー・風呂デイキャンプオートキャンプ

なしor不可ありor可

なしor不可ありor可

なしor不可ありor可

●�設備／第１オートサイト、第２オートサイト、テントサイト、日帰りキャンプサイト、ログハウス、本館
●予約／要予約（電話でお問い合わせください）
●ホームページ／https://miyama-kajika.com/

●設備／フリーサイト10組限定、デッキサイト２基、コテージ５棟、本館（和室）８部屋
●予約／要予約（電話でお問い合わせください）
●ホームページ／https://yamanoie.kyoto/

●設備／メインキャビン５室、サブキャビン２棟、テントサイト40基、デイキャンプサイト10基
●予約／要予約（電話でお問い合わせください）
●ホームページ／http://forest-hiyoshi.jp/
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園部町大河内広谷1-14
☎ 0771-65-5001

日吉町中宮ノ向８番地
☎ 0771-72-1526

　天然温泉「京都るり渓温泉 for REST RESORT」
に隣接する、本格的なグランピング施設です。
　宿泊はテントやキャビンなど、種類も豊富
で、それぞれに違った魅力があります。

　道の駅スプリングスひよし内にあるキャンプ
場で、温泉やプールなども併設されています。
　日吉ダム直下の雄大なロケーションの中で、
キャンプを楽しむことができます。

GRAX PREMIUM CAMP
RESORT 京都 るり渓

道の駅
スプリングスひよし

施設情報

施設情報

道具レンタル AC電源 直火 シャワー・風呂デイキャンプオートキャンプ

道具レンタル AC電源 直火 シャワー・風呂デイキャンプオートキャンプ

なしor不可ありor可

なしor不可ありor可

八木町室橋山田7番地
☎ 0771-42-5366

　文覚ふれあい公園は、文覚池のほとりにあ
る公園です。
　キャンプ場には遊具もあり、大人も子どもも
楽しめるレジャースペースとなっています。

文覚ふれあい公園
キャンプ場

施設情報

●�設備／キャンプサイト12基、フリーサイト、コテージ２棟、あずまや２カ所
●予約／要予約（電話でお問い合わせください）

道具レンタル AC電源 直火 シャワー・風呂デイキャンプオートキャンプ

なしor不可ありor可

●設備／テントサイト35基、キャビン10、DXキャビン１、全て１泊２食付
●予約／要予約（電話でお問い合わせください）
●ホームページ／https://www.grax.jp/

●設備／電源付きオートサイト５基、他フリーサイト
●予約／要予約（電話でお問い合わせください）
●ホームページ／http://www.springs-hiyoshi.co.jp/
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松
まつ
本
もと
　勇
ゆう
気
き
さん

淡交社刊『マンガ ぼくらの京都』で最優秀賞受賞。第77回
ちばてつや賞大賞を受賞された八木町出身の漫画家です。



まちの話題を紹介します
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　任期満了に伴う農業委員の改選が
行われ、7月1日には、南丹市役所で任
命式が開かれました。式では浅田委員
が代表して任命書を受け取りました。
　また、農業委員会と協力し、農業の
課題解決に取り組む農地利用最適化
推進委員も改選され、29名の推進委
員が農業委員会より委嘱されました。

　6月16日、八木中学校を会場に道徳教育
の改善や充実を支援する研究会が開かれ、
研究会の様子は市内の幼稚園や、各小・中
学校にインターネット配信されました。
　研究会では、八木中学校生徒会が地域に
広めていこうとする挨拶運動の紹介や、京
都産業大学教授の芝原弘志氏が、道徳の
授業のあり方について、講演を行いました。
　地域・保護者の方も参加され、教職員や
保護者、地域の方が道徳について考える場
となりました。

「
宝
く
じ
の
力
で
公
民
館
の
備
品
を
整
備
」

「
広
め
て
い
こ
う
『
地
域
道
徳
』」

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

（
6
／
16　

道
徳
教
育
研
究
会
）

▲整備された公民館

◀
地
域
へ
発
信
す
る
八
木
中
学
校
生
徒
会

「
新
た
な
農
業
委
員
を
任
命
」

（
7
／
1　

農
業
委
員
任
命
式
）

　宝くじの社会貢献広報事業として実施さ
れているコミュニティ助成事業を活用し、
屋賀区自治会が公民館の備品を整備されま
した。
　区民の負担軽減や、事務作業の円滑化を
図るため、テーブル、パイプ椅子、複合機、
ラミネーターなどを購入されました。
　区民の高齢化が進むなか、バリアフリー
を目指し、来年度以降のイベント開催に向
けて、今後も公民館を活用し、地域の活性
化に向けた取り組みを続けていきたいと意
気込んでおられました。

▲西村市長より任命書を受け取る浅田委員

　ツー・ナイン・ジャパンをグルー
プとするT・N・Jホールディングス
から、企業版ふるさと納税として寄
附をいただき、６月30日に西村市長
から感謝状が贈呈されました。
　財源の一部に寄付を活用した園部
駅東口ロータリーの視察も行われ、
南丹高校テクニカル工学系列が制作
された寄附銘板が披露されました。

▲感謝状を受け取った二九社長（中央左）

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
感
謝
状
」

（
6
／
30　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式
）
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　7月4日、アスエルそのべで南丹
市 立 図 書 館 講 座 開 設 事 業(Author 
Visit）が開催されました。
　講師として萩原さちこ氏が招か
れ、「城郭ライター萩原さちこさん
直伝！　なんたん城めぐり入門」と
題して姫路城や二条城、福知山城
等、近隣のお城も取り上げながら、
お城に行ったときに楽しむポイント
について初心者向けのお話をされま
した。

　7月1日、美山町安掛の道の駅「美山
ふれあい広場」内に「美山ゆう薬局」が
開局し、オープニングセレモニーが
行われました。
　西村市長は「健康の相談などにも
乗ってもらえるようなぬくもりのあ
る薬局になってほしい」と祝辞を述べ
ました。
　また、開局に合わせ、株式会社ゆ
うホールディングスと「なんたん健幸
都市連携協定」を締結し、地域包括ケ
アシステムなどの推進を目指してい
くこととなりました。

　7月29日、南丹市役所で「みどりの食料
システム戦略」についての講演会が開かれ
ました。
　講師には、大坪近畿農政局長を招き、

「みどりの食料システム戦略」が策定され
たとして、この先、日本の農林水産業が
目指すべき姿や取り組み方向が説明されま
した。「みどりの食料システム戦略」とは
CO2削減など、環境に優しい農林水産業
を目指すとされた戦略です。

「
近
隣
の
お
城
の
楽
し
い
巡
り
方
直
伝
」

「
薬
局
が
住
民
の
安
心
安
全
に
寄
与
す
る
」

「
農
業
分
野
か
ら
C
O
2
排
出
ゼ
ロ
へ
」

「
皆
が
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
地
域
へ
」

（
7
／
1　

美
山
ゆ
う
薬
局
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

（
7
／
29　
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
）

（
7
／
19　

人
権
擁
護
委
員
感
謝
状
贈
呈
式
及
び
委
嘱
状
伝
達
式
）

▲講演を行う萩原さちこ氏

（
7
／
4　

南
丹
市
立
図
書
館
講
座
開
設
事
業
）

　7月19日、南丹市役所で人権擁護委員
感謝状贈呈式及び委嘱状伝達式が行われ
ました。
　伝達式では、長年人権擁護委員として
活躍された3名に対し、法務大臣からの
感謝状が京都地方法務局園部支局長より
手渡されました。また、再任・新任され
る5名に委嘱状が手渡されました。
　西村市長は退任者に対する感謝や、再
任・新任者への期待を述べました。

▲伝達式の様子

▲講演会の様子

▲テープカットの様子
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南丹市ＣＡＴＶ事業継続のために
－ Vol.2 －

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

他
市
町
の
状
況

　

昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
は
じ
め

頃
、
都
市
と
農
村
の
情
報
格
差
を
是
正

し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
全
国
的
に

広
が
り
、
い
わ
ゆ
る
農
村
型
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
局
が
全
国
各
地
で
開
局
し
ま

し
た
。
以
後
、
難
視
聴
対
策
と
合
わ

せ
、
行
政
情
報
や
防
災
情
報
、
地
域
の

情
報
を
配
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
中
心
に
、
地
域
に
密
着
し
た

重
要
な
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
当
時
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

局
は
全
国
に
５
０
０
局
以
上
あ
り
、
そ

の
う
ち
自
治
体
が
運
営
す
る
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
は
１
８
０
局
と
い
う
状
況
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

で
す
の
で
、
番
組
制
作
だ
け
で
は
な

く
、
伝
送
路
や
機
器
設
備
の
維
持
管

理
、
加
入
者
管
理
な
ど
、
民
間
局
と
同

じ
よ
う
な
内
容
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
自
治
体
が
補
助
金
を
使
っ

て
伝
送
路
や
設
備
を
整
備
し
た
も
の

の
、
運
営
コ
ス
ト
の
わ
り
に
収
入
が
少

な
く
、
い
ず
れ
の
自
治
体
も
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
を
維
持
す
る
た
め
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
し
て
最
大
の
課
題
が
、
ど
の
施
設

で
も
起
こ
り
う
る
「
老
朽
化
」
で
す
。

　

整
備
後
10
年
以
上
経
過
す
る
と
故
障

や
障
害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
を
通
じ
て
地
域

に
密
着
し
た
情
報
を
発
信
し
続
け
て
い

く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
自
治

体
が
運
営
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

は
、
現
在
、
財
政
面
か
ら
岐
路
に
立
た

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
多
く
の
自

治
体
が
、
民
間
へ
の
移
管
を
は
じ
め
と

す
る
経
営
方
法
の
変
更
に
舵
を
切
っ
て

い
ま
す
。

を
契
約
な
ど
に
よ
り
確
保
す
る
予
定
で

す
。

①
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
維
持

現
在
南
丹
市
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
民
間
移
管

後
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
を
最
低
条
件
と
し
ま

す
。

②
利
用
料
値
上
げ
の
回
避

既
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
、
移
管
後
も
引
き
続
き
同
一
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
場
合
、
移
管
後

少
な
く
と
も
10
年
間
は
、
利
用
料
の
値
上

げ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

③
新
た
な
費
用
負
担
が
生
じ
な
い
対
応

民
間
移
管
に
際
し
て
は
、
現
在
利
用
さ

れ
て
い
る
方
に
新
た
な
費
用
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

④
高
速
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

民
間
移
管
後
１
年
以
内
に
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
全
域
に
お
い
て
、
希
望
さ
れ
る

方
に
つ
い
て
は
通
信
速
度
１
ギ
ガ
ｂ
ｐ

ｓ（
理
論
値
）の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

⑤
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
設
備
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

民
間
移
管
し
て
も

安
心
で
き
る
対
応

　

南
丹
市
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

の
民
間
移
管
に
際
し
て
は
、
次
の
事
項

　今回は、自治体が運営するケーブルテレビ事業の現状について、
近隣市町の状況も含めお伝えします。
　また、南丹市が検討を進めている民間移行に関して、民間移管
に際しての基本的な条件についてお知らせします。

問
い
合
わ
せ
先
：
情
報
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
６
６

京都府内の自治体ケーブルテレビの状況

市町村名 状況

京丹後市 平成21年度から民間へ移管

笠 置 町 令和３年度から民間へ移管

南山城村 令和３年度から民間へ移管

京丹波町 令和４年度から民間へ移管

与謝野町 令和３年３月
（インターネット事業終了）
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■
赤
十
字
と
は

　

災
害
の
多
い
日
本
で
は
、「
赤
十
字
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の「
赤
十
字
」と
は
、

第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
あ

る
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
が
提
唱
し
た

「
人
の
命
を
尊
重
し
、
苦
し
み
の
中
に
い

る
者
は
、
敵
味
方
の
区
別
な
く
救
う
」こ

と
を
目
的
と
し
、
世
界
1
9
1
カ
国
と

地
域
に
広
が
る
赤
十
字
社
・
赤
新
月
社

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
活
動
す

る
組
織
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
そ
の
う
ち
の
一
社

で
あ
り
、
西
南
戦
争
に
お
け
る
負
傷
者

救
護
活
動
を
行
っ
て
以
来
、
国
内
外
に

お
け
る
災
害
救
護
を
は
じ
め
、
苦
し
む

人
を
救
う
た
め
に
幅
広
い
分
野
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

■
南
丹
市
地
区
支
会
の
活
動

　
　
南
丹
市
地
区
支
会 

会
長 

長
野 

豊 

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

暑
か
っ
た
夏
も
い
つ
の
間
に
か
去
り
、

す
っ
か
り
秋
の
気
配
を
感
じ
る
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
素
は
、
南
丹
市
地
区
支
会
の
活
動

に
格
別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
の
役
員
改
選
に
よ
り

ま
し
て
、
会
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前

会
長
同
様
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

南
丹
市
地
区
支
会
で
は
、
会
員
同
士

の
親
睦
と
交
流
を
図
り
、
地
域
住
民
の

赤
十
字
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

赤
十
字
組
織
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

目
指
す
と
と
も
に
、
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
支
援
団
体「
有
功
会
」

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
赤
十
字

精
神
や
人
道
的
な
諸
事
業
を
理
解
し
、

毎
年
一
定
の
資
金
を
提
供
す
る
会
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
に
対
し
て
、
多
額

の
資
金
を
寄
付
し
、
有
功
章
を
受
章
さ

れ
た
方
々
で
組
織
さ
れ
た
支
援
団
体
が

「
有
功
会
」で
す
。
南
丹
市
で
も「
日
本
赤

十
字
社
京
都
府
支
部
有
功
会
南
丹
市
地

区
支
会
」を
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
親
睦
と
交
流
を
図
り
、
資

金
募
集
活
動
や
、
被
災
地
へ
の
義
援
金

募
金
な
ど
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
も
支
援
活
動
を

　
続
け
る
た
め
に

　

南
丹
市
地
区
支
会
で
は
、
結
成
当
初

1
1
8
人
で
あ
っ
た
会
員
数
が
、
高
齢

化
に
伴
っ
て
毎
年
少
し
ず
つ
減
少
し
、

現
在
で
は
77
人（
令
和
3
年
5
月
末
）に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
加
速
が
見
込
ま
れ
る
中
、

会
員
数
の
減
少
は
活
動
の
縮
小
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
命
を
、
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で

す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
左
記
窓
口
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社「
有ゆ
う
功こ
う
会か
い
」を
ご
存
知
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
相
談
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
２
３

▲赤十字大会受賞者と南丹市地区支会役員

▲赤十字大会の様子
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旭日双光章

　

平
成
７
年
４
月
か
ら
新
市
合
併
ま
で
の
10
年
８

月
間
、
美
山
町
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
、
そ
の

後
、
平
成
18
年
１
月
に
発
足
し
た
南
丹
市
市
議
会

議
員
と
し
て
、
同
年
２
月
か
ら
平
成
26
年
２
月
の

任
期
満
了
ま
で
の
８
年
間
、
市
議
会
議
員
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
３
月
か
ら
の
２
年
間
は
南
丹
市
議
会

副
議
長
を
、
平
成
24
年
２
月
か
ら
の
２
年
間
は
南

丹
市
議
会
議
長
を
歴
任
し
、
合
併
後
間
も
な
い
市

議
会
の
円
滑
な
議
会
運
営
と
併
せ
、
市
域
の
一
体

化
の
醸
成
は
も
と
よ
り
、
南
丹
市
の
進
む
べ
き
方

向
の
模
索
と
、
行
財
政
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
南

丹
市
の
財
政
適
正
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
産
業
や
経
済
の
活
性
化
に
心
中
を
注
ぎ
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
の
発
展
対
策
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
・
褒
章
は
栄
誉
の
し
る
し

　

叙
勲
は
、
国
家
や
公
共
に
対
し
て
功
労
の
あ
っ

た
方
に
国
か
ら
授
与
さ
れ
る
記
章
の
こ
と
で
、
対

象
と
な
る
事
績
に
よ
り
、
大
勲
位
菊
花
章
、
桐
花

大
綬
章
、
旭
日
章
、
瑞
宝
章
、
文
化
勲
章
、
宝
冠

章
の
６
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

褒
章
は
社
会
や
公
共
の
福
祉
、
文
化
な
ど
に
貢

献
し
た
方
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
対
象
と
な
る

事
績
に
よ
り
、
紅
綬
褒
章
、
緑
綬
褒
章
、
黄
綬
褒

章
、
紫
綬
褒
章
、
藍
綬
褒
章
、
紺
綬
褒
章
の
６
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
令
和
３
年
春
の
叙
勲
・
勲
章
に
て
、

受
章
さ
れ
た
５
名
の
方
々
を
そ
の
功
績
と
と
も
に

紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
49
年
1
月
に
美
山
町
消
防
団
に
入
団
以

来
、
豊
富
な
識
見
と
強
い
責
任
感
を
持
ち
、
美
山

町
消
防
団
団
長
を
３
年
９
月
間
に
わ
た
り
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
指
導
者
と
し
て
も
消
防
団
の
指
揮
統

率
、
部
下
消
防
団
員
の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
、
火
災
予
防
に
お
い
て
は
、
防
火
広
報
パ

レ
ー
ド
や
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
災
座
談
会
な

ど
を
率
先
し
て
行
い
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に

は
、
小
中
学
校
や
老
人
ホ
ー
ム
、
生
涯
施
設
な
ど

を
巡
回
し
、
火
災
発
生
時
の
避
難
方
法
を
指
導
し

た
ほ
か
、
平
成
18
年
１
月
の
４
町
合
併
に
よ
る
南

丹
市
消
防
団
発
足
後
は
、
副
団
長
と
し
て
、
支
団

お
よ
び
分
団
の
調
整
役
を
努
め
ら
れ
、
長
年
の
知

識
と
経
験
に
よ
り
団
幹
部
を
ま
と
め
上
げ
ら
れ
、

円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

村
むら

田
た

　正
まさ

夫
お

さん
（美山町）

瑞宝単光章

令
和
３
年

　

春
の
叙
勲
・
褒
章

中
なか

島
じま

　史
ふみ

隆
たか

さん
（美山町）
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42
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
南
丹
市
立
小
・
中

学
校
の
学
校
薬
剤
師
と
し
て
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
丹
市
立
川
辺
小
学
校
で
36
年
間
、
南
丹
市
立

西
本
梅
小
学
校
で
36
年
間
、
南
丹
市
立
園
部
中

学
校
で
31
年
間
、
南
丹
市
立
園
部
小
学
校
で
１
年

間
、
南
丹
市
立
摩
気
小
学
校
で
33
年
間
と
市
内
に

あ
る
多
く
の
小
・
中
学
校
の
学
校
薬
剤
師
と
し
て

従
事
さ
れ
、
学
校
環
境
衛
生
に
つ
い
て
の
検
査
や

助
言
、
そ
し
て
指
導
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
部
町
の
薬
局
薬
剤
師
と
し
て
も
従
事

さ
れ
て
お
り
、
学
校
で
生
活
す
る
子
ど
も
ら
と
、

地
域
で
生
活
す
る
人
び
と
の
心
身
の
健
康
を
永
き

に
わ
た
り
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
性
能
林
業
機
械
を
使
用
し
た
車
両
系
集
材
シ

ス
テ
ム
や
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
使
用
し
、
木

材
を
吊
っ
て
運
ぶ
架
線
系
集
材
シ
ス
テ
ム
を
駆
使

し
、
高
効
率
か
つ
安
全
な
事
業
展
開
を
行
う
ほ

か
、
都
会
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
育
成
す
る
な
ど
、
担
い
手
の
確
保
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
京
都
府
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

素
材
生
産
業
者
と
し
て
、
業
界
全
体
の
厳
し
い
経

営
環
境
が
続
く
中
、
京
都
の
林
業
を
守
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
丹
市
市
議
会
議
員
と
し
て
、
地
域
の

均
衡
あ
る
産
業
振
興
や
、
高
齢
者
福
祉
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
南
丹
市
設
置
の
審
議
会
で
あ

る「
南
丹
市
の
森
林
を
考
え
る
会
」の
会
長
を
歴
任

し
、
市
の
林
業
振
興
事
業
の
計
画
立
案
に
協
力
す

る
な
ど
、
行
政
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
41
年
間

に
わ
た
り
郵
便
局
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
７
月
か
ら
中
京
郵
便
局
の
課
長
代

理
、
平
成
４
年
に
東
舞
鶴
郵
便
局
、
平
成
７
年
に

京
都
西
郵
便
局
、
平
成
７
年
に
高
槻
郵
便
局
、
平

成
９
年
に
左
京
郵
便
局
、
平
成
11
年
に
奈
良
中
央

郵
便
局
で
課
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
平
成
13
年
に

神
戸
中
央
郵
便
局
の
副
局
長
、
平
成
15
年
に
田
辺

郵
便
局
、
平
成
17
年
に
京
都
北
郵
便
局
の
局
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

郵
便
・
貯
金
・
保
険
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る

事
業
に
携
わ
ら
れ
、「
お
客
さ
ま
第
一
」と
い
う
言

葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ま
れ
、
永

き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章

黄綬褒章

瑞宝双光章

柿
かき

迫
さこ

　正
まさ

紀
き

さん
（美山町）

人
ひと

見
み

　和
かず

夫
お

さん
（園部町）

中
なか

川
がわ

　淳
あつ

男
お

さん
（八木町）
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−17　−

　

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
５
期
生
の

吉
田
で
す
。

　

僕
は
南
丹
市
の
農
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
協
力
隊

に
な
っ
て
か
ら
２
年
が
た
ち
、
卒
業
も

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
着
任
当
時
か
ら
さ
つ

ま
い
も
栽
培
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
か
ら
は
新
た
な
取
組
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
果
菜
類
や
九
条
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク

等
々
。
将
来
、
独
立
就
農
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
さ
つ
ま
い
も
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
野
菜
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
ト
ン
ト
ン
拍
子
か
と
思
い
き

や
…
や
は
り
、
農
業
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
つ

き
も
の
。
実
は
、
今
年
植
え
た
さ
つ
ま
い

も
圃
場
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が
ダ
メ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
何
が
起
き
た
か
と

言
い
ま
す
と
、
獣
害
で
す
。
猿
が
地
域
で

大
発
生
し
て
し
ま
い
、
全
圃
場
の
９
割
近

く
の
被
害
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年

は
圃
場
の
あ
る
美
山
町
だ
け
で
な
く
、
南

丹
市
の
い
た
る
場
所
で
猿
害
が
相
次
い
で

い
る
よ
う
で
す
。

　

地
域
の
方
々
も「
こ
ん
な
に
多
い
の

は
初
め
て
じ
ゃ
な
い
ん
か
な
ぁ
～
。」と

口
々
。
ど
こ
の
農
家
さ
ん
も
ほ
と
ほ
と

困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

こ
れ
で
は
い
か
ん
と
、
獣
害
対
策
に
も

こ
れ
か
ら
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
猿
用
の
柵
、
猿
害
の
軽
減
、
猿

の
捕
獲
等
々
…
。

　

各
地
の
展
示
会
、
説
明
会
に
参
加
し
、

勉
強
し
て
い
ま
す
。
と
は
言
え
、
猿
を
含

む
獣
害
対
策
に
確
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別

の
地
域
で
う
ま
く
や
っ
て
い
る
方
法
を
真

似
し
た
と
し
て
も
、
南
丹
市
で
う
ま
く
い

く
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
色
々
な

方
法
を
熟
知
し
、
適
切
な
方
法
で
コ
ツ
コ

ツ
試
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
。

　

獣
害
は
農
家
の
や
る
気
を
一
番
削
ぐ
も

の
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。病
気
と
は
違
い
、

自
分
の「
実
力
」に
は
関
係
な
い
で
す
か
ら

ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
南
丹
市
に
お
け
る
獣

害
対
策
の
徹
底
こ
そ
、
若
い
就
農
者
を
離

農
さ
せ
な
い
た
め
の「
防
除
策
」だ
と
思
い

ま
す
。

　

猿
に
負
け
ず
、
来
年
は
し
っ
か
り
と
大

量
の
さ
つ
ま
い
も
を
育
て
て
い
き
た
い
で

す
。

住
促
進
の
取
組
に
お
い
て
、
地
域
の
な
か

で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
地
域
づ
く
り
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

▲感謝状贈呈式での堀江さん（中央右）、下田さん（中央左）

　

７
月
１
日
、
南
丹
市
役
所
で
、
「
京
の

田
舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
い
た
堀
江
光
治
さ
ん
と
下
田

敏
晴
さ
ん
に
、
京
都
府
知
事
の
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
府
知
事
が
認
定
す
る
「
京
の
田
舎

ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
と
は
、
移
住
希

望
者
に
対
す
る
地
域
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
地
域
の
説
明
や
田
舎
ぐ
ら
し
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
役
職
で
す
。

　

堀
江
さ
ん
は
園
部
町
西
本
梅
地
区
の
担

当
と
し
て
平
成
29
年
4
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
、
下
田
さ

ん
は
美
山
町
鶴
ヶ
岡
地
区
の
担
当
と
し
て

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
の
６
年
６
か
月
間
、
移
住
・
定

地
域
の
振
興
や
定
住
促
進
に
尽
力

京
都
府
知
事
感
謝
状
　
受
賞

京
の
田
舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

　
堀
江
　
光
治
さ
ん

　
下
田
　
敏
晴
さ
ん

◀
さ
つ
ま
い
も
収
穫
の
様
子

▶
さ
つ
ま
い
も
苗
の
植
え
付

け
の
様
子
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 41 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

南
丹
市
で
は
「
景
観
条
例
」
を
制

定
し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建

築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋

根
や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質

変
更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
景
観
条
例
（
計
画
）
の
詳
細
は
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

（美山町由良川本流） （日吉ダム下流）

（園部町越方・高屋） （八木町大堰川）

【鮎と景観】
　梅雨が明け、水面に映りこむ山の緑が濃くなり
はじめると、美山川（由良川）では"清流の女王"
と呼ばれる鮎を楽しもうと毎年多くの釣り人たち
が訪れます。鮎は澄んだ川の象徴と言われ、美味
しい鮎が育つためには、エサとなる上質なコケが
必要です。鮎がコケを食べ、次々に新しいコケが
育ち、水をきれいにし続けることで清流を守って
います。
　今回は南丹市内を流れる夏の清流を紹介しま
す。
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▲あたご山野草苑 ▲ささゆり栽培

▲中世木　山歩き

未
使
用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し

た
さ
さ
ゆ
り
の
栽
培
に
も
取
り
組
み
、

地
域
住
民
が
一
つ
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
６
月
初
旬
に
佐
々
江
あ

た
ご
山
野
草
苑
で「
さ
さ
ゆ
り
開
花
祭
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
６
０
０
名
が

参
加
し
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
集
落
の
魅
力
を
地
域
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
楽
し
く
元
気
に
地
域
の

活
性
化
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
59
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
日
吉
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

日
吉
町
五
ケ
荘
地
域
に
あ
る
佐
々
江

区
は
、上
佐
々
江
、中
佐
々
江
、下
佐
々

江
の
３
集
落
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
江
区
全
体
で
は
、
高
齢
化
率
が

59
％
を
超
え
る
限
界
集
落
で
す
が
、
平

成
28
年
か
ら「
皆
来
者（
み
な
か
も
ん
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
イ
ラ
ス
ト

Ｍ
Ａ
Ｐ
の
設
置
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
な
ど
集
落
の
特
徴
を
内
外
に
発

信
す
る
取
組
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で「
皆

来
者
食
堂
」を
開
催
し
、
地
域
の
住
民

が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ロ

ン
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、

　

中
世
木
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
は
、
集
落

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り
、
実
現
す

る
た
め
に
、
平
成
28
年
、
数
名
の
有
志

に
よ
り
結
成
し
ま
し
た
。

　

結
成
当
初
、
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
目
標
達
成
ツ
ー
ル
を
使
い
、

有
志
の
間
で
議
論
を
重
ね
、「
夢
の
あ

る
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
」と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち

が
自
然
遊
び
が
で
き
る
場
を
つ
く
ろ
う

と
山
の
中
に
東
屋
を
つ
く
り
、
ブ
ラ
ン

コ
や
す
べ
り
台
、
シ
ー
ソ
ー
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
、
地
域
内
外
の
子
ど
も
た
ち

が
予
想
以
上
に
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
人
も
楽
し
め
る
よ
う「
中

世
木　

山
歩
き
」と
題
し
た
ミ
ニ
ハ
イ

キ
ン
グ
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

　

中
世
木
の
財
産
で
あ
る「
豊
か
な
自

然
」を
活
用
し
た
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

創
出
す
る
た
め
に
、
外
部
の
講
師
を
招

い
た
勉
強
会
も
開
催
し
て
お
り
、
定
期

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、U
・

I
タ
ー
ン
者
と
し
て「
夢
の
あ
る
住
み

よ
い
む
ら
」を
つ
く
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

皆
来
者
（
み
な
か
も
ん
）

み
ん
な
集
ま
れ
佐
々
江
区

「
夢
の
あ
る
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
」

中
世
木
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会

▲イラストMAP

▲皆来者食堂

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
１
０
８

▲マンダラチャート
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健
康
長
寿
の
秘
訣

～
食
事
の
取
り
方
の
工
夫
～

　
残
暑
が
厳
し
い
毎
日
が
続
い
て
お
り
、

料
理
を
す
る
に
も
、
食
べ
る
に
も
、
体

力
が
必
要
で
す
ね
。
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

や
ご
飯
と
漬
物
と
い
う
食
事
ば
か
り
に

な
る
と
、
活
動
を
す
る
体
力
や
筋
肉
量

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ

て
も
、
元
気
に
イ
キ
イ
キ
と
過
ご
す
た

め
に
気
を
付
け
た
い
、
食
事
の
取
り
方

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
と
る　

　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
が
そ
ろ
っ
た
食

事
を
と
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
偏
っ
た
食

事
に
な
る
と
、
せ
っ
か
く
と
っ
た
栄
養

が
体
の
中
で
う
ま
く
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
た
ん
ぱ
く
質
を
積
極
的
に　

　
た
ん
ぱ
く
質
は
骨
や
筋
肉
の
も
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
積
極
的
に
た
ん

ぱ
く
質
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

鶏
む
ね
肉
で
た
ん
ぱ
く
質
補
給
！

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—49—

　
鶏
む
ね
肉
は
、
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
で

す
。
パ
サ
パ
サ
し
て
い
る
、
か
た
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
調
理
の
工

夫
で
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

■
そ
ぎ
切
り
に
す
る

　
そ
ぎ
切
り
に
す
る
こ
と
で
、
繊
維
を

短
く
切
る
こ
と
が
で
き
、
口
当
た
り
が

よ
く
、
噛
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　■
厚
さ
を
均
等
に
す
る

　
火
が
通
り
や
す
い
よ
う
に
観
音
開
き

に
し
、
厚
さ
を
均
等
に
す
る
と
、
か
た

く
な
り
に
く
い
で
す
。

　
お
す
す
め
の
レ
シ
ピ
も
参
考
に
、
健

康
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

（上）そぎ切り （下）観音開き

～レシピ紹介～

塩鶏風
やわらかソテー
〈材料4人分〉
鶏むね肉300g　片栗粉適量　サラダ油大さじ１　
オクラ4本　レモンスライス4枚
（A）�マヨネーズ大さじ1/2　酒大さじ1/2 
砂糖小さじ1/2　塩0.6g
〈作り方〉
① �鶏むね肉は、そぎ切りにする。
② �鶏むね肉をボウルに入れ、（A）を加えてもみこ
む。

③ ②に片栗粉をまぶす。
④ �フライパンに油を熱し、両面をこんがり焼く。（火
の通りが心配な場合は、酒少々を加え、蓋をし
て蒸し焼きにする）

⑤ �お皿に盛り付け、やわらかくゆでたオクラ（食べ
やすい大きさに切る）、レモンスライスを添える。

自家製だれ！
棒棒鶏
〈材料4人分〉
鶏むね肉260g　酒大さじ1
きゅうり1本　トマト1個　なす1本
（A）みそ大さじ1　しょうゆ大さじ1/4　
みりん大さじ1/2　砂糖大さじ1/2　
ごま油小さじ1/2　白すりごま大さじ1と1/2
鶏むね肉のゆで汁大さじ1
〈作り方〉
① 鶏むね肉は、観音開きにし厚さを均等にする。
② �鍋に適量の水と酒を入れて沸かし、沸騰したら
①の鶏むね肉を入れてゆでる。中まで火が通っ
たらザルに上げ水気を切って冷ます。粗熱が取
れたら繊維に沿って手で細かく裂く。

③ �きゅうりは千切り、トマトはヘタを取って輪切
り（大きいものは半月切り）にする。なすは食べ
やすい大きさに切りゆでる。

④ �器にトマト、きゅうり、なす、鶏むね肉の順に
盛り、混ぜ合わせた（A）のタレをかける。
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶105̶

お元気ですか？

保健師です。

体
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
血
管
の
健
康
を
守
る
た
め
に

動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

動
脈
硬
化
と
は
？　

　

血
管
が
硬
く
な
り
、
柔
軟
性
が
な
く

な
っ
て
い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。
動
脈

硬
化
に
な
る
と
、
血
管
は
弾
力
性
を
失

い
ま
す
。
ま
た
、
血
管
が
狭
く
な
り
、

血
流
が
悪
く
、
十
分
な
血
液
を
送
り
届

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
重
症
に
な

る
と
、
血
栓
に
よ
っ
て
血
管
が
塞
が
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
に
な
る
と
、
狭
心
症
・
心

筋
梗
塞
、
脳
卒
中
等
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患

を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
原
因

　

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・

糖
尿
病
・
肥
満
な
ど
）や
喫
煙
や
飲
酒
、

ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
等
か
ら
、
動
脈

が
少
し
ず
つ
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
血
圧
や
高
血
糖
も
動
脈
を
傷

つ
け
、
血
管
を
硬
く
さ
せ
て
し
ま
う
要

因
で
す
。
急
に
硬
く
な
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
蓄
積
さ
れ
て
、
時

間
を
か
け
て
少
し
ず
つ
硬
く
な
り
、
病

気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
、
老
化
な
ど
の
避
け
ら

れ
な
い
原
因
も
あ
り
ま
す
が
、
予
防
出

来
る
原
因
が
多
い
た
め
、
早
期
か
ら
予

防
を
意
識
づ
け
、
対
策
す
る
こ
と
が
大

事
に
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
に
は
？

１
．
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

塩
分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）の
取
り
す
ぎ
に

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
揃
え
る
等
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
南
丹
市
で
は
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
や
野
菜
を
た
く
さ
ん
使
っ
た「
朝
ご

は
ん
レ
シ
ピ
」「
昼
ご
は
ん
レ
シ
ピ
」を

作
成
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
摂
取
量
の
目
安
は
１
日
３
５
０

ｇ
で
す
。
３
５
０
ｇ
と
は
、
両
手
い
っ

ぱ
い
分
の
野
菜
量
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

３
．
た
ば
こ
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
や
一

酸
化
炭
素
は
血
管
を
傷
つ
け
る
た
め
控

え
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
は
、
動
脈
硬
化
だ
け
な
く
高

血
圧
や
肺
炎
・
肺
が
ん
な
ど
他
の
病
気

の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

保
健
医
療
課
で
は
、
事
業
や
啓
発
の

機
会
を
通
じ
て
、
た
ば
こ
の
害
や
禁
煙

に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
禁
煙
相
談
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ご
家
族
様
か
ら
の
ご
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

朝
食
は
野
菜
が
取
り
に
く
い
の
で
、
サ

ラ
ダ
等
１
品
野
菜
を
取
り
い
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
野
菜
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と

で
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
が
塩

分（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）を
排
泄
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。

２
．
適
度
な
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

適
度
な
運
動
は
、
心
身
の
健
康
を
向

上
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ラ
ジ
オ
体

操
等
、
ご
自
宅
で
出
来
る
簡
単
な
運
動

も
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
の
取
り
組
み
や

す
い
運
動
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　

買
い
物
や
体
を
動
か
す
家
事
も
運
動

の
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

南
丹
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

C
A
T
V
で
も
楽
し
く
出
来
る
運
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

保健医療課で作成しているレシピ

保健医療課で配布しているたばこの害
や禁煙についてのパンフレット



21 広報なんたん8・9月号

平
成
19
年
、
殿
田
小
学

校
と
五
ヶ
荘
小
学
校

が
ひ
と
つ
に
な
り
、
新
し
い
殿

田
小
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。

校
区
は
と
て
も
広
く
な
り
、

校
区
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
が
増
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ

る
さ
と
日
吉
に
親
し
み
を
も

ち
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
大

切
に
思
う
心
を
育
て
よ
う
と
、

各
学
年
で「
ふ
る
さ
と
学
習
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

年
生
は
、「
日
吉
博
士
に
な
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
吉
の
名
所「
四
ッ
谷
八
景
」の一つ
で

あ
る
玉
岩
地
蔵
堂
の
見
学
で
は
、
特
別
に

お
地
蔵
さ
ん
を
間
近
で
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
当
日
お
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
地
域
へ
の
誇
り
と

共
に
、
歴
史
を
受
け
継
い
で
大
切
に
守
って

こ
ら
れ
た
心
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
訪
問
を
心
か
ら
喜
ん
で
く

だ
さ
る
地
域
の
方
々
の
温
か
い
心
に
触
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

年
生
は
、
生
活
科
で
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
や
ひ
ま
わ
り
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
花
を
育
て
ま
し
た
。「
き
れ
い
。」「
いっ

ぱ
い
咲
い
た
。」と
い
う
声
に
加
え
て「
い
つ

も
朝
一
緒
に
歩
い
て
く
れ
る
人
に
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
な
。」と
い
う
声
も
子
ど
も
た

ち
か
ら
挙
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で「
え
が

お
ぱ
わ
あ
いっ
ぱ
い
、
は
な
いっ
ぱ
い
」と
い

う
看
板
を
掲
げ
、
お
花
屋
さ
ん
を
開
き
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

か
わ
い
い
お
花
屋
さ
ん
の
姿
に
終
始
笑
顔
の

地
域
の
皆
様
。「
き
れ
い
だ
ね
。
大
切
に

育
て
る
よ
。」と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
ち

ょっ
ぴ
り
照
れ
く
さ
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
。

自
分
た
ち
の
花
が
地
域
で
き
れ
い
に
咲
い
て

い
る
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
、
み
ん
な
と
び

っ
き
り
の
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

分
た
ち
が
住
む
日
吉
の
地
に
出
か

け
、
こ
の
地
の
歴
史
と
住
む
人
の

温
か
さ
に
触
れ
、
ふ
る
さ
と
を
愛
お
し
く

大
切
に
思
え
る
こ
と
、
様
々
な
人
と
の
交

流
を
通
し
て
人
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

態
度
を
育
む
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
営
み
が
、

す
べ
て
の
人
と
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
な
が

ら
、
住
み
よ
い
地
域
に
し
て
い
こ
う
と
す
る

人
格
を
育
て
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
に
根

付
い
た
教
育
で
あ
る
と
共
に
、
本
校
が
大

切
に
し
て
い
る
人
権
教
育
の
土
台
と
な
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

れ
か
ら
も
、
高
い
人
権
意
識
を
も

っ
た
子
ど
も
を
地
域
と
と
も
に
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
丹
市
立
殿
田
小
学
校

人
権
主
任　

中な
か

澤ざ
わ　

香か

澄す
み

87

「ふるさと学習から人権認識の充実へ」
～ふるさとを愛し、人を思いやれる子に～

ら
接
種
を
敬
遠
す
る
人
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

接
種
は
強
制
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
本
人
の
意
思
に
基
づ
き
、

納
得
し
た
上
で
接
種
を
判
断
す
る

も
の
で
す
。
国
も
そ
の
こ
と
を
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
強
調

し
て
い
ま
す
。

　

接
種
し
な
い
こ
と
で
差
別
や
偏

見
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
不
利
益
を

被
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
体
に
変
化
を

も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

個
人
の
意
思
や
判
断
を
尊
重
し
、

接
種
の
強
制
や
差
別
的
行
為
は
行

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第50回―

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
進
み
、
接
種
を
完
了
し
た
人
が

増
え
て
い
く
中
で
、
接
種
し
な
い

と
判
断
し
た
人
に
対
す
る
差
別
や

不
利
益
な
取
扱
、
接
種
の
強
制
等

が
一
部
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

今
、
接
種
が
進
め
ら
れ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
発
症
を
予
防
し
、

感
染
そ
の
も
の
を
防
ぐ
効
果
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
全
体
で

考
え
れ
ば
、
多
く
の
人
が
接
種
す

る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
そ
れ
は
、
接
種
す
る
の
が
当

た
り
前
と
い
う
風
潮
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

体
質
や
持
病（
基
礎
疾
患
）に
よ

っ
て
は
、
接
種
で
き
ま
せ
ん
し
、

注
意
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
副
反
応
へ
の
不
安
か

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
差
別
」

三一

自こ

◇接種できない人
・明らかに発熱している人
　（通常37.5℃以上）
・重い急性疾患にかかっている人
・ワクチン成分に対し、アナフィラキ
シーなど重度の過敏症を起こしたこ
とのある人など

※厚生労働省ホームページより

㊤１年生、お花屋さん
㊦３年生、玉岩地蔵堂見学
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新
刊
紹
介

『
星
影
さ
や
か
に
』

写
真
・
文 

：
古
内

　一
絵

出
版     

：
文
藝
春
秋

　
良
彦
の
記
憶
に
あ
る
、
傲
慢
に
見

え
た
祖
母
、
黙
々
と
仕
え
る
母
、
そ

し
て
、『
非
国
民
』
と
呼
ば
れ
書
斎

に
引
き
籠
も
っ
て
い
た
父
の
内
実
と

は…

？

　
戦
時
中
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
ま
で
の
激
動
の
昭
和
を
生
き
た

家
族
三
世
代
の
物
語
で
す
。

　
ぷ
ん
ぷ
ん
怒
っ
た
ア
コ
ち
ゃ
ん

が
蹴
飛
ば
し
た
石
こ
ろ
が
、
シ
ロ

ク
マ
さ
ん
に
当
た
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
痛
く
て
怒
っ
て
い
る
シ
ロ

ク
マ
さ
ん
に
、
と
っ
て
お
き
の
お

ま
じ
な
い
を
掛
け
て
あ
げ
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
が…

。

『
い
た
い
と
き
の
お
ま
じ
な
い
』

作
者 
：
角
野

　栄
子

絵

　

 

：
よ
し
む
ら
め
ぐ

出
版 

：
小
学
館
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南
丹
市
立
図
書
館
に
借
り
た
い

本
が
無
い
時
で
も
、
京
都
府
立
図

書
館
を
中
心
と
し
た
京
都
府
図
書

館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を

利
用
し
て
他
の
図
書
館
か
ら
本
を

取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

取
り
寄
せ
た
本
は
、
貸
出
元
の

図
書
館
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

読
み
た
い
本
が
南
丹
市
の
図
書

館
に
な
か
っ
た
と
い
う
時
は
お
探

し
し
ま
す
の
で
、
一
度
職
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
京
都
府
立
図
書
館
の
本
を
、

ご
自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
予

約
で
き
る「
ｅ
－
サ
ー
ビ
ス
」も
あ
り

ま
す
。
新
規
で
利
用
さ
れ
る
際
は
、

南
丹
市
の
利
用
カ
ー
ド
と
は
別
に
登

録
が
必
要
で
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
職
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

—第75回—
消費生活情報

訪
問
し
て
買
い
取
り
を
行
う

業
者
と
の
契
約
は
慎
重
に
！

て
売
却
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。「
貴
金
属
は
な
い
か
」な
ど
初
め

の
約
束
と
違
う
物
品
を
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
購
入
は
、
契
約
書
面
を
受
け

取
って
か
ら
８
日
間
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
す（
一
部
例
外
品
あ
り
）。
こ

の
期
間
内
は
購
入
業
者
に
物
品
を
引

き
渡
さ
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　

月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
課
）

　

自
宅
を
訪
問
し
て
物
品
を
買
い
取

る
購
入
業
者
は
、
突
然
に
訪
問
し
て

勧
誘
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
行
為
を
行
う
業
者
は
家
に
入

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

前
も
っ
て
電
話
等
で
連
絡
し
た
場

合
で
も
、
消
費
者
が
事
前
に
承
諾
し

た
買
い
取
り
対
象
以
外
の
物
品
に
つ
い

ひ
と
こ
と
助
言

突
然
の
訪
問
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

訪
問
購
入
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す

　市
立
図
書
館
に
な
い
本
も
取
り
寄
せ
て
借
り
ら
れ
ま
す
。

〜 

読
み
た
い
本
が
あ
る
時
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い 

〜

事例  「いらない靴や衣
類などないか」と電話
があり、不用品があるので来てもらっ
た。「他に貴金属でいらない物はない
か」と聞かれ、金やプラチナのネック
レスを買い取ってもらった。後から
ネットで調べてみると、安すぎるとわ
かった。クーリング・
オフしたいが、購入業
者に電話をしてもつな
がらない。
（60歳代　女性）

(独)国民生活
センター発表
資料より

特
殊
詐
欺
・
迷
惑
電
話
を
防
止
！

☆
通
話
録
音
装
置
を
無
償
で
貸
出
し
ま
す
。

〈
貸
出
期
間
：
１
８
０
日
間
〉

・
お
使
い
の
電
話
器
に
取
付
可
能

・
通
話
内
容
を
録
音
し
ま
す

・
難
し
い
設
定
・
操
作
は
不
要

☆
詐
欺
犯
人
か
ら
の
電
話
を
撃
退

　
　
南
丹
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
℡（
０
７
７
１
）６
２
─
０
１
１
０

お問い
合わせ
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「
河か

鹿じ
か

合
唱
団
」は
、
昭
和
21
年

に
青
年
団
の
文
化
活
動
と
し
て
活
動

を
開
始
さ
れ
、
昭
和
26
年
に
鹿
の
よ

う
な
美
し
い
鳴
き
声
と
さ
れ
て
い
る

「
か
じ
か
蛙
」に
ち
な
ん
で「
河
鹿
合

唱
団
」と
命
名
さ
れ
、
合
唱
サ
ー
ク

ル
と
し
て
本
格
的
な
活
動
が
始
ま

り
、
今
年
で
創
立
75
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
は
30
名
ほ
ど
の
団
員
が

所
属
し
て
お
り
、
20
歳
か
ら
80
歳
ま

で
世
代
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

河
鹿
合
唱
団
で
は
、
毎
年
秋
ご
ろ

に
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
り
、
京

都
府
立
淇
陽（
き
よ
う
）学
校
で
の
ク

リ
ス
マ
ス
訪
問
演
奏
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
福
祉
施
設

な
ど
で
の
訪
問
演
奏
や
、
以
前
開
催

さ
れ
た
全
国
育
樹
祭
の
式
典
中
の
音

楽
演
奏
に
参
加
し
た
り
な
ど
、
幅
広

く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

披
露
す
る
曲
は
、
童
謡
唱
歌
や
歌

謡
曲
、
合
唱
組
曲
な
ど
か
ら
選
曲
さ

れ
ま
す
。
練
習
は
、
阪さ

か

正ま
さ

規の
り

先
生
・

阪
俊と

し

恵え

先
生
ご
夫
妻
を
中
心
に
行
わ

れ
て
お
り
、
歌
い
方
だ
け
で
な
く
、

感
情
の
込
め
方
な
ど
も
指
導
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
の
方
々
は

そ
の
指
導
の
内
容
を
楽
譜
に
書
き
込

み
、
次
に
歌
っ
た
時
に
は
、
よ
り
息

が
ぴ
っ
た
り
の
合
唱
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

指
揮
者
の
阪
正
規
先
生
は「
団
員

た
ち
の
素
直
な
歌
声
が
大
好
き
で

す
」と
前
置
き
さ
れ
、
そ
の
う
え
で

「
楽
し
く
歌
う
こ
と
、
そ
し
て
上
手

く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
指
導
し
て

い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
自
宅
練
習

な
ど
で
歌
声
を
日
々
磨
く「
河
鹿
合

唱
団
」の
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
そ

の
美
し
い
歌
声
で
、
聞
く
人
に
感
動

を
届
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

美しい歌声を届ける

〜河鹿合唱団〜

▲指揮者の阪先生

私たちと一緒に歌いませんか
「河鹿合唱団」は一緒に楽しく歌ってい
ただけるメンバーを募集しています。
　毎週土曜日の午後７時から９時３０
分まで、園部文化会館・大研修室で練
習しています。
　高校生以上なら誰でも入団できま
す。合唱未経験者も大歓迎です。
まずはお気軽に見学に来てください。

《問い合わせ先》
松尾　信之　さん

☎0９０-5137-6235(夜間のみ)
南丹市社会福祉協議会園部事務所

☎：（0771）62-4125
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,917人（0)
　（男：15,057人

（+2）
・女：15,860人

（−2）
）

●世帯数：14,333世帯（0)
（令和3年8月1日現在）

（　）内は前月比

　

今
回
の
特
集
を
寄
稿
す
る
に

あ
た
っ
て
、
初
め
て
キ
ャ
ン
プ

体
験
を
し
に
行
き
ま
し
た
。
私

は
イ
ン
ド
ア
派
な
の
で
、
楽
し

め
る
か
不
安
で
し
た
が
、
始

ま
っ
て
み
る
と
知
ら
ぬ
間
に
自

然
を
満
喫
し
て
い
る
自
分
自
身

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
日
本
選
手
団
過

去
最
多
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
と
な

り
、
多
く
の
感
動
シ
ー
ン
が
誕

生
し
ま
し
た
。　

　

キ
ャ
ン
プ
体
験
や
頑
張
る
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
見
て
、
新
し
い

挑
戦
を
す
る
勇
気
を
貰
い
ま
し

た
。　

�

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

し
み
と
諦
め
の
嘆
き
声
が
聞
こ
え
る
。
市
内
あ
ち
こ
ち
で

見
か
け
る
光
景
が
こ
こ
に
も
色
濃
く
あ
る
。
こ
の
美
し
い

地
域
を
守
ら
ね
ば
と
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
＝
住
み
よ
い

む
ら
づ
く
り
協
議
会
と
話
し
合
い
を
続
け
て
き
た
。

　

協
議
会
は
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
地
道
な
活
動
を
進

め
て
い
る
。
ズ
バ
リ
空
き
家
対
策
や
人
口
減
少
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
は
空
き
家
を
地
域
資
源
と
し
て
い
か
に
再

生
・
活
用
し
て
い
け
る
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
移
住
志
向

が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
。
死
亡
や
転
出
等
で

不
在
と
な
っ
て
い
る
所
有
者
の
理
解
と
協
力
を
い
か
に
広

げ
る
か
。
こ
れ
は
協
議
会
の
問
題
意
識
で
あ
り
、
ま
た
、

市
内
全
体
の
共
通
課
題
で
あ
る
。

　

市
で
は
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
直
接
２
戸
の
空
き
家

の
確
保（
買
収
）に
乗
り
出
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
移

住
促
進
お
試
し
住
宅（
賃
貸
住
宅
）を
整
備
す
る
た
め
で
あ

る
。
お
試
し
か
ら
本
定
住
へ
の
橋
渡
し
の
施
設
と
な
る
。

上
手
く
い
け
ば
他
地
域
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

　

若
者
が
大
幅
に
減
少
し
た
地
域
に
移
住
を
促
し
、
活
性

化
を
図
る
た
め
の
小
さ
な
試
み
で
は
あ
る
。
将
来
展
望
も

な
か
な
か
見
え
な
い
中
で
、
地
域
が
若
者
の
移
住
促
進
を

共
通
目
標
に
、
一
致
協
力
し
て
取
り
組
む
住
民
合
意
や
意

欲
が
高
ま
れ
ば
大
き
な
力
と
な
る
。
市
内
に
は
優
れ
た
事

例
も
あ
り
、
こ
の
四
ツ
谷
・
佐
々
江
地
区
も
先
進
地
域
に

続
い
て
ほ
し
い
。

南
丹
市
長　

西
村　

良
平

　

日
本
人
の
一
番
気
持
ち
が
落
ち
着
く
美
し
い
風
景
の
一

つ
は
、
後
ろ
に
山
を
背
負
い
、
前
に
水
田
が
広
が
り
、
そ

の
向
こ
う
に
川
が
流
れ
る
里
山
風
景
だ
と
い
う
。
山
間
地

の
南
丹
市
で
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
風
景
で
あ
る
。
市
内
の

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
景
は
住
民
に
も
、
訪
れ
る
人
に
も

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

日
吉
町
四
ツ
谷
の
旧
五
ヶ
荘
小
学
校（
森
の
学
舎
五
ヶ

荘
）に
拠
点
を
置
く
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
あ
る
株
式

会
社U

N
IX

IA
 -

ユ
ニ
シ
ア
は
そ
ん
な
市
内
の
里
の
風
景

を
映
し
出
し
て
い
る
。
本
業
は
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
先
端
技

術（
ス
マ
ー
ト
農
業
）に
よ
る
農
薬
散
布
な
ど
農
作
業
の
革

新
が
中
心
だ
が
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
・
映
像
制
作
事
業
も
手

掛
け
て
い
る
。

　

既
に
多
く
の
作
品
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
掲
載
し
て
い

る
。
園
部
公
園
、
八
木
河
川
敷
、
殿
田
、
平
屋
、
胡
麻
、

摩
気
神
社
、J
R
八
木
駅
、
宍
人
館
、
今
宮
城
、
八
木
城
、

旧
西
本
梅
小
、
中
世
木
、
木
住
…
。
多
く
の
空
撮
映
像
の

中
で
私
が
好
き
な
の
は「
四
ツ
谷
」及
び「
四
ツ
谷
八
景
」の

２
本
で
あ
る
。

　

谷
あ
い
を
縫
う
よ
う
に
走
る
府
道
園
部
平
屋
線
と
流
れ

る
田
原
川
、
二
本
の
線
沿
い
に
集
落
や
史
跡
等
が
散
ら
ば

っ
て
い
る
。
山
と
川
、
家
並
み
、
田
ん
ぼ
の
バ
ラ
ン
ス
が

絶
妙
で
あ
る
。
地
表
撮
影
や
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
カ
メ
ラ
を

通
し
て
見
る
景
色
は
と
て
も
美
し
く
、
癒
さ
れ
る
。
こ
の

光
景
は
さ
ら
に
先
の
佐
々
江
地
区
へ
と
続
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
域
も
荒
廃
し
た
空
き
家
が
ポ
ツ
ポ
ツ

と
目
立
つ
。
軒
が
落
ち
、
棟
全
体
が
崩
れ
、
雨
戸
が
閉
ま

っ
た
ま
ま
草
に
埋
も
れ
て
と
様
々
な
姿
。
廃
墟
か
ら
は
悲

▲庭のヒメホタルブクロ


